
 

241022 探究型学習と調べ学習の違い 

 

探究型学習と調べ学習の構造的な違い：3 つの視点からの対比 

中学校の「総合的な学習の時間」や高校の「総合的な探究の時間」に

おいて、「探究型学習」と「調べ学習」を明確に区別し、それぞれの特

性を理解することは、教育実践において極めて重要である。両者は

情報の収集という点では共通しているが、学習の出発点、目的、そし

てプロセスにおいて本質的な相違がある。本レポートでは、教職大学

院における知見に基づき、3 つの主要な視点から両者を具体的に対比し、その特質を詳述する。 

1. 課題設定の主体性：誰が問いを立てるか 

第一の相違点は、学習の起点となる「課題設定の主体性」にある。調べ学習においては、教師が設定した

既成の課題に対し、生徒が情報を収集し、整理・集約することが求められる。具体的な例として、歴史の授

業で「第二次世界大戦の原因を調べよう」という課題が与えられるケースが挙げられる。この場合、生徒

は教科書や既存の資料、インターネットからいかに効率的に正確な情報を引き出し、整理するかという能

力が問われることになる。 これに対し、探究型学習では生徒自身が日常生活や社会の中で抱いた疑問

をもとに、自律的に問いを立てるプロセスが不可欠である。例えば、地域の公園の少なさに気づいた生徒

が、「なぜ自分たちの街には公園が少ないのか」という独自の問いを立てる活動がこれに該当する。生徒

は単に情報を集めるだけでなく、地域住民へのインタビューや統計データの分析を行い、自らの問いに対

する答えを能動的に探索していく。調べ学習が生徒を教師の提示した枠組みの中に留めるのに対し、探

究型学習は生徒が自らの関心に基づき未知の領域を切り拓く主体性を要求するのである。 

 

2. 学習の目的：何を学び、何を目指すか 

第二に、学習が目指す「目的」の質が異なる。調べ学習の主眼

は、既存の情報源から正しい知識を抽出し、それを正確に理

解・整理する能力を養うことにある。理科の授業を例にとれば、

「植物の光合成の仕組み」について図鑑や書籍で情報を収集

し、既知の事実を自分の言葉でまとめ直す活動が代表的であ

る。ここでは情報の信頼性を吟味し、正確な知識を習得するこ

とが最終的なゴールとなる。 一方で探究型学習は、得られた

知識を単に習得するだけでなく、それを活用して新たな知見や



独自の考え方、解決策を創出することを目的としている。例えば、環境問題に関心を持つ生徒が「家庭ゴ

ミを削減する具体策」という問いを立て、現状分析に基づき自らの仮説を検証し、リサイクル方法の提案

や自分なりの解決策を模索するような活動である。つまり、調べ学習が「情報の再構成による知識の定

着」を目指すのに対し、探究型学習は「問題解決能力の育成」と、既存の枠組みを超えた「知の創造」に重

きを置いており、学びの深さが本質的に異なるのである。 

 

3. 学習過程と評価：どのように学び、何が評価されるか 

第三の相違点は、学習が進む「プロセスと評価の在り方」である。調べ学習の過程は、情報収集、整理、ま

とめという比較的「線形」な手順で進むことが多い。評価においては、成果物の質や情報の正確さ、まとめ

方の整合性といった「結果」が重視される傾向にある。例えば、世界の気候変動について信頼できるデー

タを選別し、論理的にまとめ上げる力が問われる活動がこれに当たる。 対して探究型学習の過程は、問

いの発見、情報収集、分析、考察、発表という、より複雑で「循環的・反復的」なプロセスを辿る。この過程

では試行錯誤や失敗も重要な学びの一部と見なされ、自己の探究に基づく思考の幅広さや、他者との協

働による学びの深まりが評価の対象となる。地域課題をテーマにする場合、単に情報を並べるのではな

く、原因を多角的に分析し、複数の解決策を比較検討して最適なものを選択する過程そのものが重視さ

れる。したがって、調べ学習が「定型的な手順の完遂と正確なアウトプット」を求めるのに対し、探究型学

習は「非定型的な問題解決のプロセスと深い省察」を評価する仕組みとなっているのである。 

 

まとめ 

以上の通り、探究型学習と調べ学習は、情報の扱い方や学習者の関与度において明確に異なる。調べ学

習で培われる情報の収集・整理能力は探究の基礎として重要ではあるが、中学校・高校の「総合的な学

習・探究の時間」においては、そこから一歩踏み出し、生徒自らが問いを立てて未知の課題に挑む探究型

学習を中核に据えることが、真の主体的・対話的で深い学びを実現する鍵となるのである。 

 


